
令和５年１２月４日

第２回 学校運営協議会 記録
学校名 横手市立増田中学校

開催日時・時間・場所 令和５年１２月１日（金）・午後１時２５分～・増田中学校会議室

出席者数 ７名 欠席者数 ３名

・総合的な学習の時間の全体発表会、これまでの取組について

協議案件 ・学校運営から見える課題について
・今後の取組について

協議の主な内容 【総合的な学習の時間の全体発表会、これまでの取組について】
○地域と密着した多岐にわたる取組が行われている。地元愛が育まれている。
○課題発見能力が育まれていて、地元との関係構築ができている。
☆まとめ、提言がしっかりとしている。「提言したら実行する」は社会人と
して必要な姿勢である。

○自然分野では実物を基にした発表になっていた。自然に関わることで良さ
に気付き、育っていくことから、意義のある自然体験であった。

☆増田で先進的な取組をしている人に触れることで、生き方を学ぶことにな
るのではないか。

○農業体験、職場体験とも喜んで引き受けてくれている。
○コミュニティ・スクールだよりは、高齢の方は見ているようである。
○蔵の日でタブレットを使った取組は目からうろこであった。時代にあった
形に変化していくことは進化であると考えて良いのではないか。

＜生徒の考えた提言の実現に向けて＞
☆真人山の自然マップを作成予定である。生徒が探究した中で撮った写真を
掲載してはどうか。

☆黒漆喰の体験や講演会などを中学校から発信してはどうか。大人とは違う
中学生なりの発信ができるのではないか。

●出てきた提言は実現不可能というわけではない、しかし支援できる内容か
すぐに検討できない。各委員が考えを持ち寄ってきてはどうか。

【学校運営から見える課題について】
＜職場体験学習の受入について＞
☆コロナ前に比べ職場体験の受入状況に変化が見られ、若干難しくなってき
ている。小中合同で受け入れることについて、調整に苦労した。小中で連
絡調整できれば円滑にできるのではないか。

●受け入れできそうな事業所等があれば、各委員から松井Ｃｏに情報提供し
て欲しい。

＜総合の太鼓の演奏指導者・筆耕のできる方について＞
●太鼓の団体が休止状態に近いこと、仕事を抱えているため指導できないこ
となどが原因になっている。松井Ｃｏから団体に問い合わせてはどうか。

☆松井Ｃｏを中心とした各委員の横のつながりを大切にしていくことで、こ
れらの課題の解決につなげていく。

【今後の取組について】
・小学校の梵天部の活動に対して、中１対象の協力員を募集している。週２
回程度と巡行当日の参加となる予定。

・コミュニティ・スクールだより２号を３月に発行する予定。
・第３回学校運営協議会の開催と、それに伴うアンケートを依頼する予定。

次回の連絡 ２月２０日（火）に実施予定。学校評価及び保護者アンケートの結果報告、
今年度の学校行事及び地域協働活動の成果と課題、学校運営協議会の評価に
ついて協議する。

記録者 増田中学校 教頭 長﨑 晋
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